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日時： 平成28年２月29日（月）

場所：

出席者：

出席者（行政）：

使用資料：

玉津会館　会議室１

北野進、石原美登里、酒井信次、谷口喜久、安井澄子、藤田康彦、野洲與喜知、岡本美佐子

＜玉津会館＞冨田館長、田中主事＜守山市役所＞文化財保護課：福島主任

会議名： 平成27年度Aプロジェクト（諏訪屋敷プロジェクト）・語り部専門部会会議

議題 平成28年度　語り部専門部会の活動計画について

会議要旨

次回以降に
ついて

本会議で決定された計画に基づき活動する

内容

次年度活動概要の決定（①～⑥）決定事項

（継続事業）
①諏訪まつりにおける語り部の発表。

（新規事業）
②語り部テーマの拡大・・・『石田川（ななまがり）』『少林寺の雷池』『閼伽井の由来』『狐塚』
　　　　　　　　　　　　　　　　 『矢島のかぶらと分部の殿さま』『聞光寺の庭』『戦前の農作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　 『琵琶湖周辺の田園の開拓』『湯上り（赤野井・矢島）』『矢島御所』
　　　　　　　　　　　　　　　　　→現時点で今年度に検討される予定の新規テーマ
　・お年寄りからの調査は継続しておこないたい。
　・紙芝居について、既存の紙芝居があるテーマについては、所有者から一定期間に借用する。
　　紙芝居がないテーマについて、新たに作成することは技術面で難しいため、作成スキルを持ってい
　　る団体（教育研究所、図書館等）に依頼することを検討。
　・『少林寺の雷池』のようなテーマは現地での発表をおこなうと、より雰囲気が出る。

③語り部の出前出張
　・小学校、子ども園、各自治会のサロン等に出張し語り部の発表をおこなう。
　　→今後調整

④玉津の歴史・伝統文化観光ガイド
　・玉津の歴史・伝統文化に関する内容について来客者に説明（ガイド）をおこなう。
　・初年度は、ガイドの対象を諏訪屋敷で実施されるイベントに限定する。
　・市の文化財保護課が以前から来場者に説明をおこなっており、マニュアル（原稿）を所有している。
　　そのマニュアルを使用し、勉強会ならびに実地練習をおこなう。
　・担当については実地練習後に協議。



⑤諏訪まつりにおいて収穫祭の企画
　・若者の呼び込みを主な目的に企画していく。（具体案は今後）

⑥館外視察研修（歴史散策専門部会と合同）
　・歴史・伝統文化の観光事業が活発におこなわれている近江八幡に、視察研修をおこなう。
　　→八幡掘りの観光ガイドなどを参考にする
　・実施日は６月を目処に調整中。
　・費用はまるごと活性化協議会から支出。

内容

会議要旨


